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令和６年５月 24日（金）大阪市立港区民センターにおいて研修会を開催しました。 

兵庫県教育委員会 教育企画課 震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ）の特派員である、大槻 直哉様

と中畑 公太郎様を講師に迎え、「学校施設と防災について」と題し、ご講演いただきました。 

 

はじめに、ＥＡＲＴＨの活動についてご紹介いただきました。震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ）

は、防災･減災に関する専門的な知識や実践的な対応力を備えた教職員のチームであり、災害発生時

には、避難所となった学校への支援（避難所開設・運営、学校の早期再開、心のケア等）を行い、平

時には、県内外・海外への防災教育や防災体制にかかる講演等を行っています。講師のお二人も、普

段は兵庫県内の学校で学校事務職員として勤務されていますが、災害発生時にはＥＡＲＴＨの特派

員として被災地へ向かわれるとのことでした。 

 続いて演習についてご説明いただきました。演習では、３～５名が一つのグループとなり、次の設

定で避難所配置図案を作成する、という内容で行われました。 

（１） 

市事研 翔会報
おおさか

所属長様 

研修会「学校施設と防災について」 

兵庫県教育委員会 教育企画課 震災・学校支援チーム（ＥＡＲＴＨ） 

大槻 直哉 様 ・ 中畑 公太郎 様 
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【発災時の設定】 

・○○小学校（児童数 350人）  ・20××年９月 10日（月）11時 30分  

・震度６強の地震発生 ・天候：晴れ ・地震発生時の状況：通常授業中  

【必ず確保することが必要なスペースについて】 

・立入禁止（非開放）区域  ・（避難所）運営本部室  ・総合受付 

・医務室（救護室）  ・ペットスペース  ・仮設トイレ 

・配慮を要する方（女性、身体の不自由な方等）のためのスペース 

・救援物資等の置き場  ・緊急車輌及び物資搬入車輌の通路 

 

 

演習が始まると、各グループにおいて非常に活発な意

見交換が行われ、途中休憩を挟み約１時間かけて、避難

所配置図案が作成されていきました。演習後、二つのグ

ループに発表をしていただきました。一つ目のグループ

は女性しか入れないエリアを作る、プールをペットスペ

ースにするなど、あらゆる状況を想定した配置図案が作

成されていました。二つ目のグループでは、運動場に「Ⓗ」

「ＳＯＳ」と書くなど、実際に災害が起きた際の光景が

思い浮かぶような配置図案が作成されていました。 

発表後、大槻様より、今回の演習に正解はないが、学校は地域の避難所であるとともに教育活動の

場でもあるため、早急に子どもたちが日常を取り戻せるよう、避難所も「開設期」「中期」「閉設期」

と各段階で動線を分けるなど、その時その時の状況により考えていく必要があるとご講評いただき

ました。 

（２） 



 

 

ＥＡＲＴＨ特派員として実際に被災地に赴いた際、現場から「マニュアルは役に立たない」という

意見を聞くこともあるが、あらゆる想定をし、避難訓練等で備えていたからこそ助かった事例もある

とお話しいただきました。また、学校事務職員として何ができるのか考えた際、普段から備品を管理

し把握しておくことも重要だが、いざ災害が起こった際はパソコン等が使用できなくなるため、各名

簿を印刷し紙で準備しておくことなども重要な備えになると述べられました。さらに、学校職員とし

て、地域の特性（高齢者が多い、古い家が多い、川が近くにある等）を知り、その特性を考慮して備

える事も大事であると述べられました。 

参加者に向けて、平時における防災意識を持続させていくためにも、今回の演

習を自校の校内配置図で実施するなど、是非学校に持ち帰り防災意識の向上に

活用していただきたいとお話しいただきました。最後に、ＥＡＲＴＨは校内

研修や児童・生徒への防災学習授業なども行っているので、あらゆる機会に

ＥＡＲＴＨ員を活用してくださいと参加者に呼びかけられ、研修会を締めく

くられました。 

 

研修会アンケートより（一部抜粋） 

・実際に被災地へ行かれたことがある方からの話が聞けて、私たちと同じ学校事務職員という立場

からの目線でお話を聞けて良かった。                （中学校：１～５年） 

・在職中に災害が来る可能性も十分あり、考えさせられた。       （中学校：11～20年） 

・日頃意識しようと思ってもなかなかできないのでとても良い機会になりました。グループワーク

もおもしろかったです。ありがとうございました。          （小学校：11～20年） 

・実際に津波被害を受けた学校の写真や、当時の状況の説明があったので、とても身近に起こりう

る事案であることを再認識できました。学校事務職員としての目線でのお話もあり、とても勉強

になりました。ありがとうございました。       （学校運営支援センター：１～５年） 

・災害時に大切なことを細部まで知ることができて良かったです。    （中学校：１～５年） 

 

令和６年度 総会開催 

 

令和６年５月 24日（金）大阪市立港区民センターにて、研修会に引き続き令和６年度総会を開

催し、すべての議案について承認されました。 

 

第１号議案 令和５年度 事業報告 

第２号議案 令和５年度 会計決算報告 

第３号議案 令和５年度 監査報告 

第４号議案 令和６年度 役員等選出について 

第５号議案 令和６年度 事業計画（案） 

第６号議案 令和６年度 会計予算（案） 

 

 

（３） 

すべての議案についてご承認いた

だき、ありがとうございました。 



 

 

令和６年度 役員・事務局専門部員・監査委員名簿  

 名     前 行 政 区 所 属 

会     長    

副  会  長 
   

   

事 務 局 長    

事 務 局 次 長 
   

   

事 務 局 員 
   

   

研 究 部 長    

研 究 副 部 長    

研 究 部 員 

   

   

   

   

研 修 部 長    

研 修 副 部 長 
   

   

研 修 部 員 

   

   

   

   

   

監 査 委 員 
   

   

 

(４） 



 

（５） 

令和６年度 幹事会名簿 

行 政 区 名     前 所 属 

北 区   

都 島 区   

福 島 区   

此 花 区   

中 央 区   

西 区   

港 区   

大 正 区   

天王寺区   

浪 速 区   

西淀川区   

淀 川 区   

東淀川区   

東 成 区   

生 野 区   

旭 区   

城 東 区   

鶴 見 区   

阿倍野区   

住之江区   

住 吉 区   

東住吉区   

平 野 区   

西 成 区   



 

令 和 ６ 年 度 第 1回 幹 事 会 報 告

令和 6年 7月 1日（月）大阪市総合教育センターにおいて、幹事会を開催しました。 

１ 今年度の活動について 

（１） 事務局 会報第２４８号発行 

（２） 研究部 令和 6年度の研究について 

（３） 研修部 実務研修会について 

 

２ 第３０回大阪市立小中学校事務研究大会について 

日 程： 令和 6年 9月１３日（金） 

会 場： 大阪市教育会館 

３ 業務連絡 

・備品の棚卸しについて 

・指導書について 

・特別支援教育就学奨励費について 

・郵便料金改定について 

・児童手当の拡充について 

・諸手当の事後確認について 

・下見における ETC専用料金所での対応について 

 

 

 

 

関係団体日程等 

近畿公立小中学校事務職員研究会研修会（サマーフォーラム 2024）    ７月 26日（金） 

第 56回全国公立小中学校事務研究大会（本部主管）          ８月９日（金） 

大阪府公立学校事務研究会 第 82回研修講座【Ｗｅｂ開催】        ９月９日（月） 

第 33回大阪府公立学校事務研究大会                  11月１日（金） 

 

編集後記 

令和６年度より事務局次長となりました。会報の発行やホームページの更新

等により、会員の皆様にとって、有意義な情報を発信できるよう努めてまいり

ますので、よろしくお願いいたします。（Ｙ） 

 

（６） 


